
１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

３０年度 1,145 2,489 4,244 4,348 2,008 2,461 2,609 1,890 1,549 1,101 1,591 1,626 27,061

２９年度 1,086 2,924 5,183 6,347 3,640 3,842 4,880 4,737 3,321 2,574 3,459 1,981 43,974

増　減 59 -435 -939 -1,999 -1,632 -1,381 -2,271 -2,847 -1,772 -1,473 -1,868 -355 -16,913

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

３０年度 875 199 163 197 331 106 117 224 224 117 53 77 2,683

２９年度 72 181 263 543 414 237 248 346 194 233 272 210 3,213

増　減 803 18 -100 -346 -83 -131 -131 -122 30 -116 -219 -133 -530

利用料金収入
　　　 (千円)

  　館長（正職員１）─┬─　管 理 事 務（正職員２）
〔県社協事務局長兼務〕│　　【内訳】
　　　　　　　　　　　│　　（事務課長代理１）〔県社協総務部長が兼務〕
　　　　　　　　　　　│　　（事務係員１）〔県社協主事が兼務〕
　　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　　　└─　事務・受付・送迎・事務補助担当（嘱託職員４）

　「国民の祝日に関する法律」（昭和23年法律第178号）に定める休日及び年末年始（12月29日～
翌年１月３日）を休館日とする。
　ただし、多目的工作室は日曜日及び土曜日も休館日とする。
　また、施設・設備の保守点検等、管理運営上必要がある場合は、別に臨時休館日を設定する。

委託業務の内容

○施設設備の保守管理及び修繕
○施設の保安警備、清掃等
○管理施設の利用の許可、施設利用料の徴収等に関する業務
○その他施設の管理運営に必要な業務（利用受付・案内、付属設備・備品の貸出、利用指導・操作、
　利用者へのサービスの提供、施設の利用促進）

管理体制

　　正職員（常勤職員）：３人、非常勤職員：４人〔計７人〕

設置年月日 平成13年９月３日

施設内容

○構　　造：鉄筋コンクリート造２階建（一部S.SRC造）
○敷地面積：14,584.49平方メートル
○建築面積： 3,604.06平方メートル
○施設内容：ホール（300席）、中研修室（156席）、第1小研修室（57席）、第2小研修室（57室）、
　　　　　　学習室（24席）、ベッド・トイレ実習室、浴室実習室、調理実習室、和室実習室、
　　　　　　多目的工作室、フリースペース、多目的広場等

利用者数 (人)

利用料金 　（別紙のとおり）

開館時間
午前９時～午後５時
なお、管理者が特に必要があると認める場合は、最大午後９時まで利用時間の延長を許可する。

休館日

指定管理者名 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 指定期間 平成26年４月１日～平成31年３月31日

設置目的 社会福祉にかかわる人材の育成と、県民の社会福祉に対する理解と参加の促進を図る。

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（平成30年度業務)

施　設　名 鳥取県立福祉人材研修センター 所在地 鳥取市伏野1729番地５

施設所管課名 福祉保健課 連絡先 0857-26-7158

令和元年7月10日



５ 収支の状況

６　労働条件等

休日

休暇 休暇

７ サービスの向上に向けた取組み

区　分

利用者に対する
サービス向上の

取組み

取　　組　　み　　内　　容

・ホームページ、Facebookの更新

・センターパンフレットの配布（2,000部発行）、センター専用封筒の作成

・グリーンカーテン、クリスマスツリーの設置

・広報誌での施設利用PR「志あわせへ」（年4回発行）4回、「県社協ニュース」（月1回発行）12回

・物品等点検の実施（毎月１回）

安全管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし

衛生管理者の選任 選任の要否：要　　選任状況：選任済

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：否　　選任状況：選任なし

無 無

安全衛生

一般健康診断の実施 実施済

産業医の選任 選任の要否：要　　選任状況：選任済

給与

給与金額
206,210円

（指定管理は0.5人役）
130,700円

（指定管理は0.4人役）

最低賃金との比較 適 適

支払い遅延等の有無

労使協定の締結状況 締結済 締結済

所定労働時間 午前8時30分から午後5時15分 午前8時30分から午後5時15分

正職員 非常勤職員（嘱託）

雇用契約
・

労使協定

労働条件の書面による提示 労働条件通知書 労働条件通知書

作成・届出済 就業規則の作成状況 作成・届出済 

収 　支 　差 　額 3,133 1,882

確認項目
状況

備考

121

 管理運営費 32,508 33,608 -1,100 

計 38,184 39,215 -1,031 

37,557

支出

 人  件  費 5,676 5,607 69

収入

小　計 37,873 37,752

県委託料

計 41,317 41,097 220

小　計 3,444 3,345 99

自動販売機手数料ほか

区　　　　　分 ３０年度 ２９年度 増　　減

37,557 0事業外収入

316 195

雑収入 15 40 -25

121

事業収入

施設使用料 3,429 3,305 124

・年次有給休暇20日
・その他の休暇
有給：特別休暇
無給：病気休暇、
　　　産前産後休業、
　　　育児・介護休業

・年次有給休暇
　10日～20日
・その他の休暇
有給：特別休暇（夏
　　　季）

労働時間

休暇、休日の状況

土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規程する
休日、年末年始（12/29～1/3）

時間管理の手法 出勤簿・時間外勤務伺 出勤簿・時間外勤務伺



８ 利用者意見への対応

９ 指定管理者による自己点検

施設利用後に提出していただく「利用点検表」に要望欄を設けるなど、利用者の声（意見・要望）を把握し、管理運営
に反映させることにより、利用者へのサービス向上を図る。
○「利用点検表」によるニーズ把握
○ホームページでの意見聴取
○意見箱の設置

利用者からの苦情・要望 対　応　状　況

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

〔現在、苦慮している事項〕
・開設から15年以上が経過し、様々な箇所で破損や耐用年数を過ぎた設備、物品等交換を要する時期に来ている。
・人員不足によって、貸出物品等のチェックが満足にできていない。

〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕
・福祉情報の発信拠点として、福祉体験交流プラザ等を活用した福祉情報の提供を積極的に行う。
・利用状況を分析し、利用促進につながるような効果的な広報の方法を検討する。

　利用者からの積極的な評価

【職員等の対応】
・設備使用にともない、不明な点も丁寧に対応していただき、ありがとうございました。
・事前打ち合わせのときから、いろいろお世話になりました。

【施設・設備】
・清掃、設備ともに行き届いており、とてもよかったです。
・施設が清潔で整理されていて、使い勝手がよかったです。

【その他】
・気持ちよく利用させていただきました。

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

〔成果のあった取組み〕
・利用点検表、意見箱等により利用者からの意見、要望の把握に努めた。寄せられた意見・要望は直ちに確認し対応について検討を行
い、管理運営に反映させた。
・物品等消耗品の点検を行い、利用者の方にご不便をかけないよう対応した。
・施設の利用手続き等窓口対応について丁寧な説明を心掛け、音響機器の説明等を含む事前の見学、打ち合わせにも対応した。また、各
機器の操作マニュアルを活用し、より安心な利用環境を整えた。

〔積極的に取り組んだ事項〕
利用者の声への迅速な対応/広報誌での利用案内/貸出DVD新刊コーナーの設置/機器等操作説明書ファイル活用/必要物品の整理/専用封筒
の利用/ホームページの更新/物品等点検/センターパンフレット及び「県立福祉人材研修センターのご案内」の活用/施設予約システムの
利用促進/職員のメール署名によるセンター利用PR/ことぶき学園卒業生による盆栽展示/グリーンカーテン作成/職員研修/避難訓練
/Facebookによる広報

【施設に関すること】
①第１小研修室の階段側の鍵穴に差込みにく
く、ぬきにくい。
②給湯室に他所のゴミが置いてありました。
③他のメーカーのポジショニング用クッショ
ンがあるとなおよかったです。外部に貸し出
していただけるものでしょうか。

①鍵穴を確認し、修理いたしました。
②今後はこのようなことがないよう、注意してまいります。
③ポジショニング用クッション等センターで貸し出している備品に関しましては、セン
ター利用者への貸出備品として購入しているもので、外部への貸し出しは行っていませ
ん。ご理解いただきますようお願いいたします。他メーカーのものがあればとのご意見で
すが、今後の検討事案とさせていただきたいと思います。

【機器等に関すること】
①天井プロジェクターのピント調整をよろし
くお願いいたします。
②ベッド・トイレ実習室にある車いすのブ
レーキがきかない。タイヤがこすれてカスが
出てくる。

①ピント調整の対応させていただきました。
②業者に修理を依頼しました。

利用者意見
の把握方法



10 施設所管課による業務点検

　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。
　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。
　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。

総　　　　括 3

・鳥取県立福祉人材研修センタ－管理運営委託事業（平成30年度分）
　の事業報告書の内容について審査したところ、平成26年３月13日付
　けの管理運営に関する協定書・委託業務仕様書に基づき、概ね適切
　な管理運営が行われていた。

〔関係法令の遵守状況〕
　○関係法令に係る行政指導等の有無等
　○県内発注（鳥取県産業振興条例） 3

・関係法令の遵守は適切に行われている。
・鳥取県産業振興条例に基づき県内事業者への発注に努めている。

〔県の施策への協力〕
　○障がい者就労施設への発注 3

・障がい者就労施設への発注に努めている。

〔職員の配置〕

3
・委託業務仕様書に定める人員配置がされており、管理運営業務
　に必要な体制が確保されている。

〔会計事務の状況〕
　○不適正事案や事故等の有無
　○業務報告書(月次)における内部検査結果
　○利用料金等に係る適正な会計事務
　○必要な規程類の整備

3

・会計事務が経理規程に基づき適切に処理されている。

〔収入支出の状況〕

3

・広く県民に利用促進を働きかけ、利用者の増加に努めている。
　また、利用者が安全で快適に施設を利用できるような水準を維
　持しながら、効率的、経済的な施設管理を行い、管理運営費の
　節減に努めている。
・TEASⅡ種の更新認証を受けており、環境に配慮した施設管理が
　行われている。

〔利用者サービス〕
　○開館時間、休館日、利用料金等
　○利用者へのサービス提供・向上策
　○施設の利用促進
　○個人情報保護、情報公開
　○利用者意見の把握・対応

4

・開館時間、休館日、利用料金等は、平成26年３月５日付第2013
　00181584号、平成29年２月13日付第201600160142号で承認
　した内容に基づき、取扱いマニュアル等を整備し、適切に処理さ
　れている。
・利用者へのサービス提供・向上策は、意見箱や利用点検票によ
　り利用者の要望・意見を施設管理に反映されている。
・個人情報保護に関する法律、鳥取県個人情報保護条例、鳥取県
　情報公開条例の規定を遵守されている。
・施設内に意見箱や利用点検表による利用者の要望・意見を把握
　し、職員間の情報共有を行う等、管理運営に反映させている。
・利用者に施設利用後に記入していただく利用点検表のアンケート
  では、職員の対応について９割近くの方が「良い」という評価をさ
　れていることから、適正に対応されていることが分かる。

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕
　○利用受付・案内
　○附属設備・備品の貸出し
　○利用指導・操作 3

・利用受付・案内は、指定管理業務担当職員を中心に適切に対
　応対応されている。
・附属設備・備品の貸出しは、利用者の苦情・要望を生かし、利
　用者の利便性を確保するよう適切に対応されている。
・利用指導・操作は、取扱いマニュアル等が整備され、必要に応
　じた支援がされる等、適正に対応されている。

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕
　○利用の許可
　○適正管理に必要な利用者への措置命令
　○利用料金の徴収、減免の実施

3

・利用の許可は、適切に処理されている。
・利用者への措置命令は、該当案件なし。
・利用料金の徴収、減免は、適切に処理されている。

項　　　　　　　目 評　価 点　　　検　　　結　　　果

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕
　○施設設備の保守管理・修繕
　○施設の保安警備、清掃等
　○事故の防止措置、緊急時の対応

3

・施設設備の保守管理は、事業者との委託契約を締結し適切に実
　施されている。老朽化等に伴う施設設備の修繕は、適切に行わ
　れている。
・施設の保安警備等は、人的警備と機械警備を併用し、適切に行
　われている。
・事故の防止措置、緊急時の対応は、災害時等緊急時の対応マニ
　ュアルを作成され、年２回の避難訓練や職員研修の実施、AED
　の講習会を受講した職員の配置等、緊急時迅速に対応できるよ
　う取組まれている。


